
人材開発支援助成金
特定訓練コース・一般訓練コース

労働者に専門的な知識・技術を
習得させた場合、受給できます。

各コース、新たに
「eラーニング」
などによる訓練
に助成します！

助成額

一般訓練コースは額･率の差はありません

特定訓練コース （ ）内は中小企業以外の助成額・助成率

支給対象
となる訓練

経費助成

通常 生産性要件を満たす場合

OFF-JT 45％（30％） 60％（45％）

OJT - -

一般訓練コース （ ）内は中小企業以外の助成額・助成率

OJT - -

特定訓練コース （ ）内は中小企業以外の助成額・助成率

支給対象
となる訓練

賃金助成（1人1時間当たり）

通常 生産性要件を満たす場合

OFF-JT 760円（380円） 960円（480円）

OJT - -

一般訓練コース （ ）内は中小企業以外の助成額・助成率

OJT - -

特定訓練コース （ ）内は中小企業以外の助成額・助成率

支給対象
となる訓練

OJT実施助成（1人1コース当たり/雇用型訓練のみ）

通常 生産性要件を満たす場合

OFF-JT - -

OJT 20万円（11万円） 25万円（14万円）

一般訓練コース （ ）内は中小企業以外の助成額・助成率

OJT 20万円（11万円） 25万円（14万円）

経費助成上限

eラーニング及び通信制による訓練等については、
一律「20時間以上100時間未満」の区分となります

特定訓練コース

20時間以上100時間未満

中小企業事業主
事業主団体等 15万円

中小企業以外の
事業主 10万円

100時間以上200時間未満

中小企業事業主
事業主団体等 30万円

中小企業以外の
事業主 20万円

200時間以上

中小企業事業主
事業主団体等 50万円

中小企業以外の
事業主 30万円

一般訓練コース （ ）内は中小企業以外の助成額・助成率

20時間以上100時間未満

OJT 7万円

100時間以上200時間未満

OJT 15万円

200時間以上

OJT 30万円

訓練概要

申請事業主または申請事業主団体等の
構成事業主における被保険者対象

特定訓練コース

①労働生産性向上訓練

労働生産性の向上に資する訓練

②若年人材育成訓練

採用後5年以内で、35歳未満の若年労働者への訓練

③熟練技能育成・承継訓練

熟練技能者の指導力強化や技能承継のための訓練

④認定実習併用職業訓練

厚生労働大臣の認定を受けた実習併用職業訓練

一般訓練コース

①事業内訓練

自社の訓練計画により社外より招へいする部外講師
により行われる訓練

②事業外訓練

社外の教育訓練機関に受講料を支払い受講させる
訓練


